
関東森林管理局
前橋市岩神町4-16-25
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広報「関東の森林から」は、日本の森林を育てるため間伐材を使用しています。

私の視点
「緑・人を育む」

地球緑化センター  山と緑の協力隊事業部 杉 本 静 佳 氏
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東京に向かう定期船「おがさわら丸」を見送る島の人達
( 東京都小笠原村父島）

（「おがさわら丸」からの撮影：東京事務所 小野寺 秀夫）

美しい森林づくり
「国民の森林」クリーン活動

 国有林野管理課課長補佐 森 内 賀 久 



美
し
い
森も

林り

づ
く
り

太平洋の孤島小笠
原諸島（海岸の大部
分も国有林）には様々
なゴミが流れ着く。中
には外来種の種子も
含まれている可能性
があり、これらは地元
NPOと協力し片付け
ている。

●トピ ●トピック3

林
野
庁
で
は
毎
年
７
月
を
「
国
民
の
森

林
」
ク
リ
ー
ン
月
間
に
設
定
し
、
管
内
各

地
の
国
有
林
で
、
森
林
管
理
署
等
の
呼
び

か
け
で
、
地
元
市
町
村
、
地
域
住
民
、
ボ

う
ち
ク
リ
ー
ン
活
動
で
片
付
け
ら
れ
た
の

は
41
箇
所
、
残
り
は
業
者
へ
の
委
託
等
で

片
付
け
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
人
力
で

は
処
理
で
き
ず
手
つ
か
ず
の
ま
ま
と
い
う

状
態
も
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

指
定
場
所
に
捨
て
る
と
か
、
粗
大
ゴ
ミ

で
処
理
す
れ
ば
す
む
も
の
を
わ
ざ
わ
ざ
自

分
で
山
奥
に
持
ち
込
み
、
森
林
の
中
に
捨

て
て
い
く
人
の
気
が
知
れ
ま
せ
ん
。
森
は

水
源
で
あ
り
、
森
が
荒
れ
れ
ば
下
流
の
安

全
が
壊
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
絶
対
に
止
め
て

ほ
し
い
と
強
く
願
い
ま
す
。

せ
ん
。

回
収
し
た
ゴ
ミ
の
内
容
を
見
る
と
、
空

き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
大
型
家
電
、
布

団
、
雑
誌
、
タ
イ
ヤ
、
タ
ン
ス
、
乗
用
車
、

パ
チ
ン
コ
台
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
、

犬
小
屋
、
油
性
塗
料
な
ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
も
の
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
大

半
は
一
般
家
庭
か
ら
出
た
ゴ
ミ
と
思
わ
れ

ま
す
。

昨
年
度
実
施
し
た
結
果
で
は
、
見
つ
か
っ

た
不
法
投
棄
箇
所
が
２
７
６
箇
所
。
そ
の

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
観
光
協
会
、
土
木
事

業
者
等
と
連
携
し
、
不
法
投
棄
の
一
掃
を

目
指
し
て
ク
リ
ー
ン
活
動

や
県
の
不
法
投
棄
対
策
担

当
者
を
講
師
と
し
た
勉
強

会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。不

法
投
棄
は
特
に
公
道

の
待
避
場
な
ど
の
空
き
地

付
近
や
林
道
入
口
付
近
な

ど
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

対
策
と
し
て
、
違
法

行
為
防
止
の
看
板
等
の
設

置
を
し
ま
し
た
が
、
設
置

し
た
側
か
ら
捨
て
ら
れ
る

等
、
モ
ラ
ル
の
低
下
が
数

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

地
道
に
一
箇
所
ず
つ
片

付
け
て
い
く
し
か
方
法

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ほ
と

ん
ど
の
箇
所
は
山
の
急
斜

面
、
機
械
も
あ
ま
り
使
用

で
き
ず
手
作
業
で
の
重
労

働
に
た
よ
る
ほ
か
あ
り
ま

国
有
林
野
管
理
課
課
長
補
佐

森
内

賀
久

「
国
民
の
森
林
」
ク
リ
ー
ン
活
動

父島初寝浦の砂浜に流れ着いたゴミ。
砂浜についている２本の筋はアオウミガ
メが産卵のため上陸した跡（小笠原村）

吾妻森林管理署で
は、昨年7月31日に
群馬県嬬恋村のパノ
ラマラインの清掃作
業で、嬬恋村、林業
業者の協力の下、2ト
ントラック2台、軽四
3台、ワゴン車1台分
のゴミを収集した。 斜面に散乱するゴミを一つずつ片付ける

（吾妻署）

●トピ ●トピック1

トラックに集められたゴミの山
（塩那署）

道路下のゴミをクレーンでつり上げる
（塩那署）

塩那森林管理署では、昨年７月12日、那須塩原市塩原地区の県道下塩
原―矢板線沿いの清掃作業で、那須塩原市、塩原観光緑化推進協議会、
塩原温泉パークコンダクター連絡協議会、国有林野保護監視員の皆様の
協力の下、トラック２台分2.1トンのゴミを収集した。

●
●

トピ ●トピック2
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（
静
岡
署
） 

佐
野

守

（
伊
豆
署
） 

浅
見

格
三

 

平
塚

信
章

 

窪
田

英
之

（
埼
玉
所
） 

守
屋

忍

（
千
葉
所
） 

小
松

弘
之

（
山
梨
所
） 

柴
﨑

雄
一

（
総
務
課
） 

山
岸

博
美

（
計
画
課
） 

宇
津
木

勝

二
級
精
勤
賞

（
日
光
署
） 

吉
江

朋
子

（
群
馬
署
） 

久
保

純
一

（
利
根
沼
田
署
） 

山
崎

隆
治

 

山
田

基
洋

（
中
越
署
） 

櫻
岡

智
之

（
職
員
厚
生
課
） 

山
田

嘉
一

（
計
画
課
） 

齋
藤

一
広

 

川
添

貢

（
国
有
林
野
管
理
課
） 

森
内

賀
久

（
森
林
整
備
課
） 

飯
塚

淳

 

吉
田

正
義

意
を
表
し
ま
す
。」
と
の
式
辞
と
賞
状
が
授

与
さ
れ
た
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
福

島
森
林
管
理
署
白
河
支
署
の
阿
久
津
文
彦

氏
か
ら
「
上
司
を
は
じ
め
先
輩
・
同
僚
の

ご
指
導
の
賜
で
あ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。
こ
の
良
き
日
に
家
族
と
喜

び
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と

の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

一
級
精
勤
賞

（
福
島
署
白
河
支
署
） 

阿
久
津
文
彦

（
会
津
署
） 

星

信
義

（
会
津
署
南
会
津
支
署
） 

高
橋

昌
明

 

星

國
雄

（
磐
城
署
） 

平
子

一
雄

（
棚
倉
署
） 

金
澤

一
成

（
茨
城
署
） 

笹
沼

修

 

金
澤

修

 

安
達

義
文

 

吉
川

智
志

 
赤
津

義
一

 
沼
田

弘
 

高
村

幸
三

（
塩
那
署
） 

秋
山

広
正

 

梅
木

松
男

（
日
光
署
） 

伊
藤

伸
一

 

多
胡

利
彦

（
群
馬
署
） 

東

睦
弘

 

水
上

重
美

 

中
村

悟

 

相
田

祥
一

（
東
京
神
奈
川
署
） 

大
黒

俊
明

 

石
渡

進

 

吉
田

治

（
下
越
署
） 

高
橋

桂
一

国
有
林
野
事
業
職
員
の
定
期
表
彰
式

が
、
６
月
19
日
（
木
）
局
で
行
わ
れ
ま
し

た
。今

年
度
は
、
一
級
精
勤
賞
（
勤
続
30
年
）

34
人
、
二
級
精
勤
賞
（
勤
続
20
年
）
14
人

が
受
賞
し
、
そ
の
う
ち
一
級
精
勤
賞
の
者

と
そ
の
配
偶
者
が
大
会
議
室
で
行
わ
れ
た

式
典
に
出
席
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

小
林
局
長
か
ら
「
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力

と
事
業
へ
の
貢
献
に
深
く
敬
意
と
感
謝
の

平
成 

20
年
度

国
有
林
野
事
業
職
員

定
期
表
彰
式

謝辞を述べる福島森林管理署  白河支署  
阿久津文彦氏 

式典出席者と局幹部

（
販
売
課
） 

中
園

昭
博

（
治
山
課
） 

大
野

茂

（
大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー
） 

島
田
喜
代
司

森
林
整
備
部
長 

河か
わ

野の 

充み
つ
る 

〈
略

歴
〉

出

身 

宮
崎
県

昭
和
57
・
４ 

農
林
水
産
省
入
省

平
成
３
・
８  

高
知
営
林
局
本
山
営
林

署
長

平
成
13
・
１  

林
野
庁
森
林
整
備
部
整

備
課
課
長
補
佐

平
成
13
・
４  

熊
本
県
林
務
水
産
部
森

林
整
備
課
長

平
成
16
・
４  

林
野
庁
林
政
部
林
政
課

調
査
官

平
成
19
・
７  

林
野
庁
森
林
整
備
部
計

画
課
施
工
企
画
調
整
室

長

平
成
20
・
７  

関
東
森
林
管
理
局
森
林

整
備
部
長

新
任
幹
部
を

紹
介
し
ま
す
。

（
７
月
４
日
付
け
）
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赤谷プロジェクト近況報告赤谷プロジェクト近況報告

赤谷森林環境保全ふれあいセンター

南ヶ谷（なんがや）湿原の調査	
南ヶ谷林道の大峰山西側付近には、「南ヶ谷湿原」と通称している湿原があります。
「赤谷の森」では湿原は珍しく、湿原独特の植物や昆虫類が存在する可能性があります。
また、地質の専門家によると湿原周辺はいわゆる「地すべり地形」であり、学術的に

も防災の面からも研究対象となりうるとのことです。
7月の「赤谷の日」では、モリアオガエルの産卵状況を中心に調査を行いました。湿

原を一周し、目測で卵塊の数をカウントしていったところ、モリアオガエルの卵塊は計
114個発見され、昨年の同時期に比べるとやや増加していました。地上から5メートル
以上の高木の枝先に産みつけられているケースもあり、モリ
アオガエルの逞しさに感心したところです。

また、夏に日本で繁殖し、秋に南西諸島や台湾に渡ってい
くと言われているアサギマダラの1個体を捕獲し、マーキン

グして放蝶し、追跡調査を行うこととしました。
今後も、継続的に南ヶ谷湿原の植生や生息している動物や昆虫類を調査し、学

術的な価値や環境教育の場としての可能性を探っていきたいと考えています。 ギンリョウソウが沢山咲
いていました

モリアオガエルの
卵塊

森林ふれあい実務研修の実施
7月2日（水） ～4日（金）に平成

20年度森林ふれあい実務研修を各署
の森林ふれあい業務担当者や森林官を
対象に実施しました。センター職員か
ら「いきもの村」で赤谷プロジェクト
の解説や、現地のカラマツ漸伐試験地
で植生復元モニタリングの説明やホン
ドテンのモニタリングの実習などを行
いました。

また、赤谷センターでは環境教育プ
ログラム作成に取り組んでいますが、
この機会を利用して、各署における環
境教育の取組についても意見交換を行
い、今後の参考としていきたいと考え
ています。

カラマツ漸伐試験地で植生復元モニタ
リングについて解説

ほ乳類モニタリングワーキンググループの開催
6月26日（木）に利根

沼田森林管理署会議室にお
いて、ほ乳類モニタリング
ワーキンググループが開催
され、平成20年度調査の
枠組みや調査項目について
話し合いを行いました。

その中で、どのような森
林をつくれば、多様な動物
種が適正な数で適正な関係
を保ちながら生息できるかについて議論しました。

また、本年度新たに行う調査として、センサーカメラ約50台
を用いた、赤谷全域のほ乳類の分布調査を行うことになりまし
た。

この調査では、赤谷全域のほ乳類相を明らかにすること、同一
地点にセンサーカメラを設置することによって、ほ乳類相の季節
および経年変化を把握することを目的としています。

さらに、これらのデータを用いて各ほ乳類がどのような環境を
好むか、各ほ乳類の潜在的な分布域はどの程度の広がりをもつか
なども検討する予定です。

例えば、ツキノワグマなら、森林の状況が人工林か天然林か、
森林の傾斜や日当たりの程度などの多くの環境因子を組み合わせ
ることにより、その森林における潜在的なツキノワグマの分布状
況を推定する手法が提示されました。 

今後も専門家の意見を交えて、どのような森林が動物にとって
棲みやすいかについて、検討を進めていきたいと考えています。

ほ乳類の生息に適した森づくりに
ついて、専門家を交えて意見交換
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［
下
越
署
］
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
、
新

潟
県
敬
和
学
園
高
等
学
校
二
年
生
（
総
勢

50
名
）
に
よ
る
森
林
整
備
活
動
が
、
今
年

も
５
月
13
日
（
火
）
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
二
台
に
乗
車
し
、
思
い

思
い
の
服
装
で
集
合
し
た
生
徒
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
手
袋
、
ノ
コ
ギ
リ
の
出
で
立
ち

で
「
森
林
整
備
」
に
挑
戦
。

地
元
の
中
条
森
林
事
務
所
森
林
官
か
ら

作
業
前
の
注
意
事
項
や
作
業
内
容
の
説
明

を
受
け
た
後
、
良
く
切
れ
る
ノ
コ
ギ
リ
？

を
片
手
に
、
力
の
限
り
切
り
ま
く
り
、
最

初
は
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
が
、
だ
ん

だ
ん
コ
ツ
を
つ
か
み
無
事
予
定
区
域
を
完

了
。

昼
食
で
は
学
校
が
用
意
し
た
豚
汁
を
す

す
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
復
し
、
昼
休
み

に
は
、
疲
れ
た
署
員
を
尻
目
に
、
余
り
余

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
川
遊
び
に
没
頭
し
て
、

長
靴
を
川
に
流
し
て
急
遽
別
の
長
靴
を
用

意
す
る
一
場
面
も
。

最
後
は
さ
す
が
に
疲
れ
た
様
子
で
し
た

が
、
生
徒
代
表
か
ら
、「
先
輩
達
が
整
備
し

て
き
た
森
林
を
見
て
感
激
し
ま
し
た
。
と

て
も
き
つ
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
で

す
。」
と
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
立
派
に
な
っ

た
林
を
後
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

敬
和
学
園
高
校
は
、
昭
和
60
年
の
植
樹

を
か
わ
き
り
に
、
今
年
で
二
十
有
余
年
間

森
林
整
備
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ

の
熱
意
と
行
動
に
対
し
、
５
月
23
日
に
署

長
か
ら
越
後
ス
ギ
で
作
成
し
た
感
謝
状
を

進
呈
い
た
し
ま
し
た
。

（
流
域
管
理
調
整
官

富
樫
仁
栄
）

［
千
葉
所
］
５
月
21
日
（
水
）、
千
葉
市
立
白

井
中
学
校
で
、
今
年
度
第
１
回
目
の
森
林

教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
二
年
生
38
名
は
、
６
月
に
赤

谷
で
の
自
然
環
境
教
育
活
動
（
い
き
も
の

村
自
然
体
験
学
習
）
を
全
員
で
体
験
す
る

予
定
で
あ
り
、
当
所
で
は
平
成
18
年
度
か

ら
、
千
葉
市
の
中
学
校
を
対
象
に
、「
赤
谷

で
の
自
然
体
験
の
事
前
学
習
」
と
い
う
位

置
付
け
で
、
赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
及
び
利
根
沼
田
森
林
管
理
署

と
連
携
し
た
森
林
教
室
を
実
施
し
て
い
ま

す
。森

林
教
室
の
１
時
限
目
は
、
ビ
デ
オ
と

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
、
気
候
と
標
高
に
よ
っ

て
違
う
森
林
の
姿
や
暮
ら
し
を
守
る
森
林

の
働
き
等
に
つ
い
て
、
２
時
限
目
は
、
丸

太
切
り
と
小
枝
の
エ
ン
ピ
ツ
及
び
モ
ッ
ク

ン
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
を
体
験
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

エ
ン
ピ
ツ
工
作
は
、
ナ
イ
フ
で
削
る
、

鋸
で
切
る
、
ヒ
ー
ト
ン
を
つ
け
る
と
い
う

木
工
の
基
本
作
業
が
一
通
り
で
き
る
の
で
、

当
所
の
木
工
教
室
で
よ
く
紹
介
し
て
い
ま

す
。生

徒
達
は
技
術
の
授
業
で
鋸
を
使
う
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
ナ
イ
フ
に
は
不
慣
れ
と

の
こ
と
で
、
枝
を
削
る
作
業
に
苦
戦
し
つ

つ
も
楽
し
ん
で
工
作
し
て
い
ま
し
た
。

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
回
の
森
林
教

室
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
い
き
も

の
村
で
の
自
然
体
験
を
楽
し
ん
で
来
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。 （
主
幹

大
野
亜
樹
子
）

［
天
竜
署
］
６
月
４
日
（
水
）
〜
６
日
（
金
）

の
三
日
間
に
わ
た
り
、
当
署
に
お
い
て
静

岡
県
立
天
竜
林
業
高
校
男
子
生
徒
３
名
が

職
場
体
験
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
署
内
で
国
有
林
野
事
業
の

概
要
、
治
山
・
林
道
等
各
種
事
業
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
天
竜
美
林
で
有
名
な
龍
山

町
瀬
尻
国
有
林
の
間
伐
箇
所
に
お
い
て
、

輪
尺
（
木
の
太
さ
を
測
る
た
め
の
用
具
）

や
測
竿
（
木
の
高
さ
を
測
る
た
め
の
用
具
）

な
ど
を
使
用
し
た
調
査
に
取
り
組
ん
だ
後
、

今
年
度
伐
採
予
定
の
50
年
生
の
ス
ギ
林
を

見
学
し
ま
し
た
が
、
実
習
生
か
ら
「
調
査

し
た
間
伐
箇
所
と
違
い
、
木
が
太
く
悠
然

と
し
た
姿
は
す
ば
ら
し
い
。」
と
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

最
終
日
と
な
る
三
日
目
は
、
水
窪
国
有
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二
十
年
以
上
の
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整
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に
感
謝
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天
竜
林
業
高
校
生
、

職
場
体
験
！
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赤
谷
と
の
連
携
に
よ
る

﹁
事
前
森
林
教
室
﹂
実
施

各
署
便
り

各
署
便
り

切れるのこぎり？

小枝エンピツ作り実演中

首席森林官から調査用具の使用方法
を学ぶ実習生
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検
討
会
に
は
、
栃
木
県
、
大
田
原
市
、

益
子
町
の
林
業
行
政
担
当
者
、
県
北
の
森

林
組
合
・
林
業
事
業
体
、
製
材
工
場
な
ど

57
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

検
討
会
で
は
、
参
加
者
が
20
班
に
分
か

れ
、
用
意
し
た
10
本
の
試
供
木
（
全
幹
木
）

の
採
材
パ
タ
ー
ン
（
木
ど
り
）
を
検
討
し
、

そ
の
結
果
を
班
ご
と
に
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。次

に
、
各
班
の
野
帳
を
パ
ソ
コ
ン
に
入

力
し
、
試
供
木
ご
と
に
①
は
最
も
多
く
の

班
が
選
ん
だ
採
材
パ
タ
ー
ン
、
②
は
販
売

見
込
価
格
が
最
も
高
い
採
材
パ
タ
ー
ン
、

③
は
②
と
は
逆
に
、
販
売
見
込
価
格
が
最

も
低
い
採
材
パ
タ
ー
ン
を
た
だ
ち
に
集
計

し
ま
し
た
。

現
地
に
は
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
発
電
機
と

プ
リ
ン
タ
を
持
ち
込
み
、
集
計
結
果
を
印

刷
し
参
加
者
に
配
布
し
た
上
で
、
試
供
木

の
う
ち
２
本
を
②
の
採
材
パ
タ
ー
ン
に
し

た
が
っ
て
実
際
に
玉
切
り
し
、
径
級
、
曲

林
に
お
い
て
、
ス
ギ
を
伐
採
し
丸
太
の
生

産
を
し
て
い
る
現
場
を
見
学
し
た
後
、
首

席
森
林
官
か
ら
森
林
の
蓄
積
の
調
査
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
Ｋ
ス
ケ
ー
ル
を
利
用

す
る
方
法
や
親
指
を
利
用
す
る
方
法
な
ど

に
つ
い
て
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

実
習
生
か
ら
、
今
回
の
職
場
体
験
実
習

を
通
じ
て
「
将
来
の
夢
や
、
間
近
に
迫
っ

た
進
路
の
選
択
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。」
と
の
感
想
も
あ
り
、
三

日
間
に
わ
た
る
体
験
実
習
を
有
意
義
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
業
務
第
一
課
長

寺
田
英
司
）

［
高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
］
６
月
10
日
（
火
）、

当
セ
ン
タ
ー
の
新
規
公
募
イ
ベ
ン
ト
「
森

の
恵
み
で
ク
ラ
フ
ト
体
験
Ⅰ
」
を
、
７
名

の
参
加
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
先
生
（
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
東
京
会

四
反
田
有
弘
氏
）
が
「
日

本
の
森
林
の
間
伐
の
必
要
性
、
暮
ら
し
の

中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
物
に
木
材
を
取
り
入

れ
よ
う
」
と
話
さ
れ
、
工
作
の
指
導
に
入

ら
れ
ま
し
た
。

 

「
森
の
ハ
ン
ガ
ー
」
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な

ど
、
30
㌢
㍍
程
の
長
さ
の
横
木
に
木
の
実

や
種
で
動
物
の
形
な
ど
、
思
い
思
い
に
飾

り
つ
け
ま
し
た
。

 

「
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」
は
、
ネ
イ

テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
人
々
に
伝
わ
る

お
守
り
で
、
悪
夢
は
網
と
羽
に
絡
め
取
ら

れ
て
、
良
い
夢
だ
け
が
届
け
ら
れ
る
と
い

う
ロ
マ
ン
溢
れ
る
も
の
で
す
。
ミ
ズ
キ
の

枝
を
骨
組
に
し
、
正
六
角
形
な
ど
の
形
に

草
木
染
め
の
毛
糸
を
巻
き
、
枝
先
に
は
鳥

の
羽
を
飾
り
ま
し
た
。
作
品
は
壁
に
飾
っ

て
鑑
賞
し
、
参
加
者
か
ら
は
「
作
品
は
い

つ
ま
で
も
手
に
残
り
、
生
活
に
潤
い
が
も

て
る
。」「
間
伐
材
の
利
用
方
法
を
も
っ
と

知
り
た
い
。」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

（
緑
化
第
一
係
長

勝
川

誠
）

［
山
梨
所
］
梅
雨
を
控
え
た
６
月
４
日

（
水
）、「
北
中
学
校
遊
々
の
森
」
活
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
３
回
程
度
、
地
域

の
人
達
を
講
師
に
招
き
な
が
ら
、
遊
々
の

森
ま
で
徒
歩
15
分
と
い
う
地
の
利
を
生
か

し
、
学
校
独
自
の
森
林
環
境
教
育
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

中
学
生
に
な
る
と
、
は
ず
か
し
さ
も
あ

り
、
こ
の
手
の
活
動
は
ち
ょ
っ
と
斜
に
構

え
る
お
年
頃
。「
キ
ャ
〜
！
ム
シ
〜
！
」
と

大
騒
ぎ
す
る
子
供
も
い
れ
ば
、
講
師
の
話

を
夢
中
で
メ
モ
す
る
子
供
ま
で
様
々
で
す
。

何
を
得
る
か
は
そ
の
子
供
次
第
で
す
が
、

何
事
も
経
験
し
な
け
れ
ば
始
ま
り
ま
せ
ん
。

子
供
の
成
長
も
森
林
の
成
長
も
、
す
ぐ
に

効
果
の
現
れ
る
手
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

子
ど
も
の
視
点
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
、
活
動
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。（主

幹

平
野
辰
典
）

［
塩
那
署
］
当
署
で
は
６
月
９
日
（
月
）、

大
田
原
市
内
の
間
伐
事
業
地
に
お
い
て
、

「
平
成
20
年
度
造
材
現
地
検
討
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

森林インストラクターによる自然観察 
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森
の
恵
み
で
暮
ら
し
を
飾
ろ
う
！

ク
ラ
フ
ト
体
験
Ⅰ
開
催

木どりを行う参加者
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﹁
虫
が
い
る
か
ら
森
は
嫌
い
！
﹂

も
一
つ
の
始
ま
り
？

森のハンガー＆ドリームキャッチャー
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市
場
価
値
の

よ
り
高
い
間
伐
材
を
! !
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が
り
等
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

実
施
後
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

参
考
に
な
っ
た
と
い
う
評
価
と
と
も
に
、

意
見
交
換
の
時
間
が
短
か
っ
た
と
い
う
意

見
が
出
さ
れ
、
次
回
は
、
こ
れ
ら
の
意
見

を
踏
ま
え
充
実
し
た
検
討
会
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
流
域
管
理
調
整
官

藤
原
孝
吉
）

［
磐
城
署
］
６
月
19
日
（
木
）、
当
署
管
内
の

国
有
林
に
お
い
て
、
福
島
県
立
勿
来
工
業

高
校
建
築
科
の
一
年
生
38
名
が
植
付
を
行

い
ま
し
た
。

同
校
は
、
平
成
19
年
度
に
「
目
指
せ
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
研
究
開
発
校
と
し
て
文

部
科
学
省
の
指
定
を
受
け
、
建
築
科
で
は
、

風
土
に
適
し
た
建
築
材
料
と
し
て
木
材
を

研
究
課
題
と
し
て
お
り
、
植
付
か
ら
流
通
、

加
工
、
さ
ら
に
は
廃
材
利
用
ま
で
の
「
木

の
一
生
」
を
学
ぶ
た
め
の
一
環
と
し
て
体
験

学
習
を
実
施
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
福
島
県
が
認
定
す
る
指
導
林

業
者
「
ふ
く
し
ま
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
タ

ー
」
の
小
林
正
美
氏
ら
か
ら
指
導
を
受
け
、

８
班
に
分
か
れ
て
、
一
人
約
20
本
の
ス
ギ

苗
木
を
丁
寧
に
植
え
付
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
当
署
長
が
火
力
発
電
所
で
燃

料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
石
炭
の
実
物

を
示
し
な
が
ら
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
果

た
す
森
林
の
役
割
や
炭
素
の
循
環
等
に
つ

い
て
説
明
す
る
と
、
生
徒
達
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
後
、
生
徒
達
は
、
木
材
の
生
産
現
場
、

製
材
所
、
建
築
現
場
、
廃
材
を
利
用
し
た

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
等
も
視
察
し
て
、

木
材
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

（
流
域
管
理
調
整
官

大
森
喜
一
）

［
吾
妻
署
］
６
月
21
日
（
土
）、
小
雨
降
る
中
、

今
年
で
３
回
目
と
な
る
中
国
人
留
学
生
に

よ
る
林
業
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
草
津
に
来
た
35
名
の
留
学
生
は
、

中
国
の
大
学
を
卒
業
し
、
日
本
の
大
学
院

を
目
指
し
て
日
本
語
の
勉
強
を
し
て
お
り
、

日
本
の
自
然
や
文
化
を
知
り
交
流
を
図
る

一
環
と
し
て
、「
草
津
や
す
ら
ぎ
の
森
」
で

森
林
整
備
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

当
署
か
ら
は
、
署
長
等
が
指
導
に
当
た

り
、
安
全
な
作
業
と
、
森
林
の
持
つ
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

参
加
し
た
留
学
生
た
ち
は
、
手
鋸
の
使

用
や
、
森
林
に
入
っ
て
の
作
業
が
初
め
て

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
作
業
前
に
実
演
講

習
を
し
て
か
ら
、
各
班
に
分
か
れ
て
作
業

し
ま
し
た
。

伐
採
す
る
際
に
は
、
大
き
な
掛
け
声
で

「
倒
れ
る
よ
ー
！！
」
と
合
図
し
、
伐
採
す
る

た
び
に
歓
声
が
上
が
り
、
森
林
整
備
を
通

し
て
森
林
を
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ん
で
い
ま
し
た
。

雨
天
の
た
め
、
森
林
整
備
の
体
験
を
早

め
に
切
り
上
げ
、
草
津
森
林
事
務
所
に
移

動
し
て
木
工
ク
ラ
フ
ト
も
体
験
し
ま
し
た
。

ダ
ケ
カ
ン
バ
の
枝
な
ど
を
使
い
、
ブ
ロ

ー
チ
や
モ
ッ
ク
ン
な
ど
、
自
分
だ
け
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
り
上
げ
る
と
、
出
来

上
が
っ
た
自
慢
の
作
品
を
仲
間
と
見
せ
合

う
な
ど
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

（
草
津
森
林
事
務
所

片
桐
奈
津
美
）

指導を受けつつ植付体験

木工クラフトに挑戦
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建
築
科
高
校
生
が

植
付
を
体
験
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中
国
人
留
学
生
が

森
林
整
備
作
業
を
体
験

安
全
週
間
初
日
の
７
月
１
日（
火
）、

災
害
ゼ
ロ
の
願
い
を
込
め
、
局
長
、

部
長
に
よ
る
安
全
旗
の
掲
揚
と
局
幹

部
職
員
に
よ
る
ゼ
ロ
災
コ
ー
ル
を
行

い
ま
し
た
。

今
年
度
の
国
有
林
野
事
業
安
全
週

間
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
﹁
気
づ
い
た
ら  

迷

わ
ず
か
け
る
一
言
が  

無
災
害
へ
つ
づ

く
道
﹂
の
下
、
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

（
職
員
厚
生
課
）

災
害
ゼ
ロ
を
願
い

安
全
を
誓
い
安
全
旗
の
掲
揚

災
害
ゼ
ロ
を
願
い
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最
近
で
は
、
前
述
し
た
官
行
造
林
地
の

約
半
数
で
地
元
か
ら
持
分
譲
渡
の
要
望
が

で
て
お
り
、
そ
の
調
査
に
追
わ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
初
期
に
設
定
さ
れ
た
た
め
、
契

約
者
で
あ
る
地
元
の
方
も
行
っ
た
こ
と
が

な
い
山
が
ほ
と
ん
ど
で
、
官
行
造
林
地
の

場
所
も
そ
こ
に
行
く
道
も
分
か
ら
な
い
よ

う
な
状
態
か
ら
始
め
る
の
は
大
変
苦
労
し

ま
す
。
し
か
し
、
地
図
と
空
中
写
真
を
頼

り
に
林
道
や
森
の
中
を
探
し
回
る
の
は
、

宝
探
し
を
や
っ
て
い
る
よ
う
で
子
供
の
頃

に
帰
っ
た
気
が
し
ま
す
。

当
事
務
所
に
限
ら
ず
近
隣
の
事
務
所
で

も
一
人
森
林
官
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
隣
接

の
森
林
官
と
連
携
を
取
っ
て
業
務
を
進
め
、

先
輩
方
か
ら
引
き
続
い
だ
国
有
林
を
停
滞

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
次
の
世
代
へ
繋
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

こ
こ
で
は
毎
年
、
歩
道
の
刈
り
払
い
や

保
護
ロ
ー
プ
の
設
置
な
ど
、
地
元
と
国
有

林
が
一
体
と
な
っ
て
保
護
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
小
松
原
湿
原
」
は
新
潟
県
自

然
環
境
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

標
高
１
、５
０
０
㍍
ほ
ど
の
緩
や
か
な
斜
面

に
「
池
塘
」
と
呼
ば
れ
る
無
数
の
小
さ
な

池
が
点
在
し
、「
わ
た
す
げ
」
な
ど
の
高
山

植
物
が
登
山
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
国
有
林
内
に
は
数
多
く
の

名
勝
地
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
、
入
山
者

の
マ
ナ
ー
の
低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
地
元
自
治
体
や
登
山
会
な

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
清
掃

登
山
な
ど
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

姿
か
ら
入
山
者
の
意
識
の
向
上
が
図
れ
れ

ば
良
い
と

思
い
ま
す
。

豪
雪
地

帯
の
事
務

所
で
一
年

の
３
分
の

１
以
上
が

降
積
雪
期

間
と
な
り
、

春
か
ら
秋

は
集
中
し

て
外
業
に

取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

に
流
れ
込
む
志
久
見
川
・
中
津
川
・
清
津

川
の
上
流
域
、
小
松
原
な
ど
を
管
理
し
て

い
ま
す
。

国
有
林
内
に
は
多
数
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
り
、
国
指
定
の
名
勝
お
よ
び
天

然
記
念
物
に
な
っ
て
い
る
「
清
津
峡
」
は

５
０
０
万
年
前
の
マ
グ
マ
が
柱
状
節
理
に

な
り
、
そ
れ
が
隆
起
と
川
の
浸
食
に
よ
っ

て
雄
大
な
景
観
美
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
森
の
巨
人
た
ち
１
０
０
選
」
に

選
ば
れ
て
い
る
「
見
倉
の
大
栃
」
は
、
推

定
樹
齢
５
０
０
年
、
幹
周
り
８
４
８
㌢
を

誇
る
秋
山
郷
の
大
自
然
を
象
徴
す
る
よ
う

な
大
木
で
す
。

私
の
勤
務
し
て
い
る
森
林
事
務
所
は
、

新
潟
県
南
部
の
日
本
一
の
大
河
で
あ
る
信

濃
川
が
流
れ
る
十
日
町
市
に
位
置
し
て
お

り
、
平
均
積
雪
量
は
２
㍍
を
超
え
、
全
国

有
数
の
豪
雪
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

管
内
は
、
十
日
町
市
、
津
南
町
に
ま
た

が
る
国
有
林
９
、６
８
７
㌶
、
官
行
造
林
地

（
契
約
に
よ
り
国
が
民
有
地
に
植
林
し
た

所
）
１
５
２
㌶
を
有
し
て
い
ま
す
。

そ
の
大
半
を
天
然
林
が
占
め
、
ブ
ナ
や

ミ
ズ
ナ
ラ
が
美
し
く
、
春
の
新
緑
か
ら
冬

の
ス
キ
ー
と
観
光
客
か
ら
地
元
の
人
々
に

も
親
し
ま
れ
て
い
る
当
間
山
や
、
日
本
一

と
言
わ
れ
る
河
岸
段
丘
を
形
成
し
信
濃
川

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

中
越
森
林
管
理
署  

倉
俣
森
林
事
務
所

  

森
林
官

西

梅

正
太
郎

無数の池
ち

塘
とう

が点在する「小松原湿原」

 

推
定
樹
齢
５
０
０
年
の
「
見
倉
の
大
栃
」

雄大な景観美を誇る「清津峡」
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を
被
り
鉈
と
鋸

を
身
に
つ
け
山
を

歩
き
回
る
姿
は

大
変
格
好
良
く
、

一
人
で
大
き
な
木

を
倒
し
た
り
、
私

が
困
っ
て
い
る
と

手
伝
っ
て
く
れ
た

り
、
そ
の
熱
心
さ

と
頼
も
し
さ
に

惚
れ
ぼ
れ
し
て
し

ま
い
ま
す
。
活
動
が
終
わ
っ
て
へ
と
へ
と

か
と
思
う
と
、「
こ
れ
が
あ
る
か
ら
や
め
ら

れ
な
い
」
と
ビ
ー
ル
を
ぐ
び
ぐ
び
飲
ん
で

は
仲
間
達
と
語
り
合
う
、
そ
ん
な
皆
さ
ん

の
生
き
生
き
と
し
た
顔
が
、
私
に
は
少
年

の
よ
う
に
映
り
ま
す
。

私
一
人
で
は
出
来
な
い
こ
と
で
も
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
い
る
か
ら
こ
そ
や

り
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
経
験
し
、
ど
れ
だ

け
救
わ
れ
、
前
向
き
に
頑
張
ろ
う
と
思
え

た
こ
と
か
。
Ｇ
Ｅ
Ｃ
は
そ
ん
な
参
加
者
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と

を
強
く
感
じ
ま
し

た
。あ

る
参
加
者

が
「
私
は
Ｇ
Ｅ
Ｃ

の
事
務
局
長
、
事

務
局
次
長
の
人
柄

に
惚
れ
て
、
今
の

活
動
を
続
け
て
い

る
。
そ
の
２
人
が

選
ん
だ
職
員
も
ま

た
魅
力
が
あ
る
か
ら
関
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
う
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
お
互
い
が
お
互

い
を
認
め
合
い
、
高
め
合
う
関

係
が
そ
こ
に
あ
る
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。

そ
ん
な
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
者
の
中
か
ら
長
年
の
経
験

を
積
ん
だ
方
々
が
中
心
と
な
っ

て
各
地
に
活
動
拠
点
が
生
ま

れ
、
現
在
12
の
グ
ル
ー
プ
で
、

そ
の
地
域
に
根
差
し
た
活
動
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
Ｇ
Ｅ
Ｃ
で
の
活
動
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
新
た
な
緑
の
グ
ル
ー
プ
が

次
々
に
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
人
の
魅
力
の
詰
ま
っ
た
Ｇ
Ｅ
Ｃ
の

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
年
間
予
定
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w
w
.n-gec.org

地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
以
下
Ｇ
Ｅ
Ｃ
）

は
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
て
応
援
す
る

団
体
で
す
。
個
人
や
グ
ル
ー
プ
を
始
め
、

行
政
、
企
業
、
教
育
機
関
な
ど
、
様
々
な

人
た
ち
を
対
象
に
、
多
彩
な
支
援
を
し
て

い
ま
す
。
体
験
、
実
践
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
、活
動
に
関
す
る
相
談
、助
言
、

広
報
な
ど
を
通
じ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
緑

に
対
す
る
意
識
を
育
む
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
、「
山
と
緑
の
協
力
隊
」
事

業
は
、
国
有
林
及
び
自
治
体
林
を
活
動

の
場
と
し
、
そ
の
土
地
で
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
を
行
う
市
民
参
加
に
よ
る
森
づ
く

視の
私
点視
の
私
点地

球
緑
化
セ
ン
タ
ー  

山
と
緑
の
協
力
隊
事
業
部

杉 

本  

静 

佳

「
緑
・
人
を
育
む
」

り
を
96
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
首

都
圏
を
は
じ
め
幅
広
い
地
域
か
ら
の
参
加

に
よ
っ
て
熱
心
に
活
動
が
進
め
ら
れ
、
参

加
者
は
す
で
に
１
０
、０
０
０
人
を
超
え
、

フ
ィ
ー
ル
ド
は
目
下
全
国
12

か
所
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が

50
、
60
代
の
方
で
、
元
気
に

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
が

何
よ
り
魅
力
的
に
感
じ
る
の

が
、
こ
の
参
加
者
の
方
々
で
、

お
年
を
召
し
て
い
る
の
で
大

丈
夫
か
な
？
と
い
う
私
の
心

配
を
よ
そ
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

囲炉裏を囲んでの森林教室

湘南海岸林ボランティアでの草
刈り風景

写真右が著者

箱根姥子にて

箱根姥子での小学生との植樹体験
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平
成
20
年
度
安
全
管
理
担
当
者
会
議
が

６
月
25
日
（
水
）、
26
日
（
木
）
の
２
日
間

に
わ
た
り
関
東
森
林
管
理
局
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
管
内
各
署
等
の
安
全
管

理
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
主
任
安
全
管
理
者

等
が
出
席
し
、
安
全
に
関
す
る
実
践
的
な

知
識
の
習
得
と
指
導
力
の
向
上
を
目
的
に

毎
年
度
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
日
は
、
会
議
に
先
立
ち
安
全
表
彰
が

行
わ
れ
、
３
年
間
無
災
害
を
記
録
し
安
全

優
良
賞
に
輝
い
た
吾
妻
森
林
管
理
署
に
、

局
長
か
ら
表
彰
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
会
議
で
は
、
外
部
講
師
を
招
い

て
「
管
理
監
督
者
が
進
め
る
心
の
健
康
づ

高
揚
策
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、
交
通
事
故

防
止
に
つ
い
て
は
、
ゆ
と
り
あ
る
運
転
、

道
路
状
況
に
応
じ
た
運
転
、
運
転
技
能
講

習
の
実
施
、
防
衛
運
転
等
に
つ
い
て
積
極

的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
、
他
署
等
に
お
け
る
安
全
対

策
の
実
施
状
況
等
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

今
後
の
安
全
管
理
に
活
か
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
、
２
日
間
の
会
議
を
終
了
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　

   （
職
員
厚
生
課
）

た
。

　

翌
日
の
会
議
で
は
、
冒
頭
、
総
務
部
長

か
ら
、「
第
８
次
関
東
森
林
管
理
局
労
働
災

害
防
止
対
策
要
綱
」
等
の
策
定
を
受
け
て
、

安
全
管
理
体
制
の
機
能
の
活
性
化
、
安
全

で
正
し
い
作
業
方
法
の
徹
底
な
ど
適
切
な

安
全
管
理
の
積
極
的
推
進
に
つ
い
て
説
示

が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
昨
年
度

の
公
務
災
害
は
歩
行
中
の
転
倒
等
に
よ
る

も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
車
両
に

よ
る
災
害
が
、
物
損
事
故
を
含
め
て
多
発

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
動
災
害
及
び

交
通
事
故
の
防
止
対
策
を
中
心
に
、
各
署

等
に
お
け
る
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
、
積

極
的
な
意
見
交
換
や
独
自
の
取
組
に
つ
い

て
紹
介
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
行
動
災
害
の
防
止
に
関
し
て
は
、

作
業
環
境
、
危
険
因
子
の
事
前
把
握
と
安

全
の
先
取
り
活
動
の
推
進
、
安
全
意
識
の

　

福
島
・
山
形
両
県
境
に
位
置
し
、
福

島
県
を
代
表
す
る
吾
妻
連
山
を
源
と
し

た
荒
川
源
流
部
に
あ
る
幕ま

く

滝だ
き

で
す
。

　

こ
の
滝
は
、
山
岳
観
光
道
路
磐
梯
吾

妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
沿
線
、
秘
湯
幕
川

温
泉
か
ら
歩
い
て
20
分
ほ
ど
の
所
に
あ

り
、
30
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
岸
壁
を
滑
り

落
ち
る
光
景
は
、
ま
さ
に
舞
台
の
緞
帳

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
見
事
な
滝
で
す
。

　

本
滝
の
存
在
す
る
、
い
わ
ゆ
る
吾
妻

山
周
辺
国
有
林
は
、
平
成
７
年
２
月
に
、

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
指
定
し
て
お

り
、
そ
の
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
整
備
事
業

と
し
て
、
３
つ
の
登
山
道
整
備
が
平
成

10
年
に
完
了
し
、
天
然
林
の
新
緑
や
紅

葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、
雄
大
な
幕
滝
を

回
る
ル
ー
ト
が
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
森
林
管
理
署
で
は
、
登
山
道
整

備
後
、
こ
の
幕
滝
周
辺
を
自
然
観
察
教

育
林
の
「
き
ぼ
っ
こ
の
森
」
と
あ
わ
せ

て
森
林
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た

森
林
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
と
ら
え
、

毎
年
「
幕
滝
周
辺
の
森
林
観
察
会
」
を

催
し
て
お
り
、
本
年
も
10
月
に
実
施
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

福
島
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
是
非
一
度
温
泉
を
楽
し
み
な
が
ら

こ
の
幕
滝
を
ご
覧
頂
き
た
い
と
紹
介
い

た
し
ま
し
た
。

（
福
島
署　

広
報
連
絡
官　

吉
野
和
久
）
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広報「関東の森林から」は、日本の森林を育てるため間伐材を使用しています。

安全表彰を受ける吾妻署

一
枚
の
写
真

吾
妻
連
山
荒
川
源
流
の
「
幕ま
く

滝だ
き

」
く
り
に
つ
い
て
」
と
題
し
講
習
会
が
開
催

さ
れ
、
日
常
の
業
務
の
中
で
直
接
職
員
と

接
す
る
立
場
で
の
心
の
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
実
践
的
な
講
話
を
受
け
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、
心
の
病
に
つ
い
て
悩

み
を
抱
え
て
い
る
人
が
増
え
て
お
り
、
是

非
参
考
に
し
た
い
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し

外部講師による「心の健康づくり」講習
会

平
成
20
年
度　

安
全
管
理
担
当
者
会
議
を開催

関東森林管理局　　平成20年 8 月 1 日 第 53 号 (10 )


